
令和７年(2025 年)３月５日  

北 海 道 中 学校 体 育 連 盟  

 

令和７年度北海道中学校体育大会 開催基準 

 

１．目 的 

北海道中学校体育大会は、学校教育活動の一環として中学校生徒に広くスポ－ツ実践の機会を与え、技能・体力の向上 

をめざすとともに、心豊かな、心身ともに健康な中学校生徒の育成をはかるものとする。 

 

２．主 催 

北海道中学校体育連盟  北海道教育委員会  開催地教育委員会  北海道関係競技団体 

 

３．主 管 

開催地区中学校体育連盟  開催地区関係競技団体 

 

４．後 援 

北海道・開催市町村・北海道都市教育委員会連絡協議会・北海道町村教育委員会連合会・北海道中学校長会・  

開催地中学校長会・（公財）北海道スポーツ協会・開催地スポーツ協会・北海道ＰＴＡ連合会・ 

札幌市ＰＴＡ協議会 

 

５．開催競技 

（夏季大会） 陸上競技 水泳 バスケットボール サッカー ハンドボール 軟式野球 体操競技・新体操 

          バレーボール ソフトテニス 卓球 バドミントン ソフトボール 柔道 剣道 相撲 

（冬季大会） スキー スケート アイスホッケー 

 

６．開催期日 

夏季大会は８月５日までに、冬季大会は１月 20 日までに終了することを原則とする。 

    

７．参加資格 

(１) 北海道中学校体育連盟に加盟する中学校・中等教育学校・義務教育学校に在籍する生徒で、北海道中学校体育大会 

への出場資格を得、当該学校長及び当該地区中体連会長が出場を認めた生徒とする。 

(２) 年齢は、平成 22 年４月２日以降に生れた者に限る。 

(３) 前項以外の生徒が参加を希望する場合は、令和７年６月 30 日までに北海道中学校体育連盟に申し出ること。 

(４) 参加生徒の引率者及び監督は、当該学校の校長・教員・部活動指導員とする。ただし、市町村教育委員会の判断に基

づき、学校長がやむを得ないと判断した場合には、外部指導者のみの引率及び監督業務の遂行を認める。 

(５) 外部指導者は校長が認めた者で北海道中学校体育連盟に登録された者とする。 

(６) 監督・引率者は、部活動の指導中の暴力等により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を受けていない者である 

こと。外部指導者は校長から暴力等による指導措置が無いこと。 

(７) チームは、単一学校で編成されたものとする。但し、地区中体連会長が認めた複数校合同チーム、実施の事業主体が市 

町村教育委員会または市町村中学校長会である拠点校部活動はその限りではない。（該当競技のみ）複数校合同チーム、 

拠点校部活動の監督・引率は出場校の校長または教員があたるものとする。但し、やむを得ない場合は、代表監督・引 

率を認める。 

(８) 参加者は、開催要項に掲げる個人情報の取り扱いについて了承するものとする。 

(９) 同一年度内の参加は１人１競技とする。但し、夏季競技と冬季競技の重複は認めるものとする。 

 



(10) 北海道中学校体育大会における参加の特例 

◎ 学校教育法１３４条の各種学校在籍生徒 

① 学校教育法第 134 条の各種学校（第１条に掲げるもの以外）に在籍し、北海道中学校体育連盟の各地区予選会 

 に参加を認められた生徒であること。 

    ② 参加を希望する各種学校は以下の条件を具備すること。 

      Ａ 北海道中学校体育大会の参加を認める条件 

ア 北海道中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

イ 生徒の年令及び修業年限が我国の中学校と一致している単独の学校で構成されていること。 

ウ 参加を希望する学校にあっては、運動部活動が学校教育の一環として、日常継続的に当該校顧問教員の指 

導のもとに、適切に行われていること。 

Ｂ 北海道中学校体育大会に参加した場合に守るべき条件 

ア 北海道中学校体育大会開催基準を守り、出場する競技の大会申し合わせ事項等に従うとともに、大会の円 

滑な運営に協力すること。 

イ 北海道中学校体育大会参加に際しては、責任ある当該校校長又は教員が生徒を引率すること。また万一の 

事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立てておくこと。 

ウ 大会開催に要する経費については、必要に応じて応分の負担をすること。 

 

◎ 地域クラブ活動に所属する中学生 

① 地域クラブ活動に所属し、北海道中学校体育連盟の各地区予選会に参加を認められた生徒であること。 

② 北海道中学校体育大会に参加を希望する地域クラブ活動は以下の条件を具備すること。 

Ａ 北海道中学校体育大会の参加を認める条件 

ア 北海道中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

イ 生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致している（中学校に在籍している生徒であること）。 

ウ 地域クラブ活動にあっては、日常継続的に代表者もしくは指導資格を有する指導者の指導のもとに適切に 

行われていること。 

エ 『運動部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン』（令和４年 12 月 27 日 

スポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」を遵守していること。 

オ 当該競技を管轄する北海道競技団体もしくは地区競技団体に登録されていること。かつ同じ内容で地区  

中学校体育連盟に登録していること。 

カ 北海道大会の予選会となる全ての大会において、競技役員や審判など運営上必要な事項に協力すること。 

キ 地域クラブ活動から全国中学校体育大会につながる大会に参加する場合、在籍中学校での大会参加は認め         

ない。その逆も同様である。 

Ｂ 北海道中学校体育大会に参加した場合に守るべき条件 

ア 北海道中学校体育大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に従うとともに、大会      

の円滑な運営に協力すること。 

イ 北海道中学校体育大会参加に際して、地域クラブ活動においては、責任ある代表者・指導者が生徒を引率す  

ること。また、万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立てておくこと。 

ウ 北海道中学校体育大会への参加に要する経費については、必要に応じて、応分の負担をすること。 

エ 団体競技における地域クラブ活動名での出場は１チームのみとする。（複数のチームの参加はできない） 

Ｃ 参加を認めない場合 

ア 北海道中学校体育大会の参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した場合は参加を認めない。 

    ③ この特例は、競技ごとに大会参加に関する細則を加えることができる。 

 

 

 



８．大会開催地の決定 

(１) 原則として、開催年度の４年(３年)前までに候補地を決定する。 

(２) 開催地(区)中体連は、開催地教育委員会及び関係競技団体等と協議のうえ、北海道中学校体育連盟理事会で決定する。 

(３) 開催地の決定の基本的事項 

   ① 各ブロック３競技（スケート･アイスホッケーが分離の場合は３～４競技）の分担制を基本とする。 

   ② 冬季競技及び陸上競技、水泳、ハンドボール、体操競技・新体操、相撲は輪番制とする。あらかじめ、候補予定地 

を計画しておき、関係の競技団体等調整を図りやすくしておく。他の競技は希望を優先し、ブロック内で協議する。 

    ス キ ー   アルペンとノルディック分離開催を原則とし、開催年度が重ならないように考慮する。 

            アルペン 小樽、札幌、釧路、十勝、旭川、富良野 

            クロスカントリー 上川北部、札幌、その他  ジャンプ・コンバインド 上川北部、その他 

ス ケ ー ト   釧路（同時開催）、苫小牧（スピード）・札幌（フィギュア）、帯広（同時開催）、（札幌）の順で 

ローテーションすることを原則とする。 

            ただし、札幌においては真駒内会場が使用不可の場合は除外する。 

『スピード・フィギュア』と『アイスホッケー』は分離開催とする。 

但し、夏の競技（開催地）の関係から合同開催もあり得る。 

    アイスホッケー   札幌、苫小牧、帯広、釧路 

    陸 上 競 技   第２種競技場がある市で持ち回ることを原則とする。 

札幌（厚別・円山）・帯広・釧路・函館・室蘭・旭川 

       水 泳   50ｍの室内プールの施設が整備されているとともに、アッププールとスタート台が完備されてい

る運営可能な市町村で持ち回る。 

札幌、函館、江別 

       ハンドボール   札幌、函館、その他 

       体操・新体操   競技施設が整備されている運営可能な市町村で持ち回る。 

                       函館、札幌、釧路、江別 

       相 撲   札幌、石狩、その他 

※特に希望があればそれを優先する。 

※スキーとスケート、アイスホッケーは同年に同地区の開催にならないように配慮する。 

   ※今後の大会運営方法の変更によって、記載内容が変更となる場合がある。 

 

９．大会開催要項の作成と配布 

 開催前年度  ９月下 道中体連専門委員長は、開催要項(原案)を作成し、開催地へ送付（関係団体と協議） 

   〃   10 月上 開催地は開催要項(原案)を作成し、道中体連事務局へ送付（関係団体と協議） 

   〃   10 月中 常任理事会で開催要項(原案)を検討 

      〃   11 月上 理事会で開催要項(原案)を検討し、開催要項(案)の決定 

  開催年度   ４月上 道中体連専門委員長は、開催要項(案)を修正し、開催地へ送付 

      〃    ４月中 開催地は、開催要項(案)を作成（要項案のみ）し、道中体連事務局へ送付 

      〃    ４月下 常任理事会で開催要項(案)の検討 

      〃    ５月上 理事会で開催要項(案)を検討し、開催要項の決定 

         ５月中 開催地は、開催要項・参加申込書・宿泊要項等関係書類を添えて下記へ送付 

                      ・道中体連事務局 ７部   ・開催地教育委員会 １部   ・開催地競技団体等 １部 

        ５月中 開催地は、理事会で承認された開催要項・参加申込書・宿泊要項等のデータ一式を道中体連事務

局へ送信する。道中体連事務局は、道中体連のホームページにデータ一式をアップするので、各

地区中体連は、そこからデータをダウンロードし、各校に周知する。 

＊ 冬季競技は、開催年度５月の理事会で開催要項(案)を決定し、同 11 月理事会で開催要項の決定をする。（他は夏季競

技と同様の手順とする） 



10．大会役員 

大会役員、大会委員は主催団体と協議のうえ別記のようにする。 

 

11．参加申込 

各競技別開催要項の規定により、全道大会への参加資格を得た者、又はチ－ムは、所定の書類を地区中体連または専

門委員長、競技団体を通して期日迄に申込書送付先に送付する。 

 

12．表  彰 

(１) 団体競技 

   ア 入賞は３位迄とし賞状を授与する。 

   イ １位には優勝旗を授与する。（持ちまわり） 

   ウ ３位迄の入賞者全員にメダルを授与する。 

(２) 個人競技 

   ア 入賞は３位迄とする。但し、陸上競技・スケートは８位、水泳・体操競技（個人総合）は６位、スキーは10位 

までとする。 

   イ ３位迄の入賞者全員にメダルを授与する。 

   ウ 入賞者には賞状を授与する。 

(３) リレー競技 

  ア 入賞は３位迄とし賞状を授与する。但し、陸上競技は８位までとする。（４位以下は賞状１枚とし個人には授与 

しない。） 

   イ １位には優勝杯を授与する。（持ちまわり） 

   ウ ３位迄の入賞チーム全員にメダルを授与する。 

 

13．大会の経費 

(１) 大会の準備ならびに運営のための経費は、道費補助金・道中体連補助金・開催地市町村補助金・参加料・競技団体 

助成金・寄付金・雑収入等によるものとする。 

(２) 開催地市町村補助金の申請は、開催地区中体連が行う。 

 

14．参加チーム数・人数 

 団体競技、個人競技ともに、競技ごとに定められたチーム数、人数による。ただし、令和５年度以前の北海道中学校 

体育大会よりも参加チーム数や人数を増やさないこと。 

 

15．参 加 料 

【団体競技・団体戦】 

・団体競技・団体戦①は、１チーム 40,000 円とする。 

（バスケットボール、サッカー、ハンドボール、軟式野球、バレーボール、ソフトボール、アイスホッケー） 

・団体競技・団体戦②は、１チーム 30,000 円とする。 

（体操競技・新体操、ソフトテニス団体、卓球団体、バドミントン団体、柔道男子団体、剣道団体、相撲団体） 

・団体競技・団体戦③は、１チーム 25,000 円とする。 

（柔道女子団体） 

【個人競技・個人戦】 

・陸上競技は、１種目出場 2,500 円、２種目出場 3,500 円、リレーのみの出場 500 円とする。 

・水泳は、１種目出場 2,500 円、２種目出場 5,000 円とする。 

・体操競技・新体操・柔道・剣道・相撲は、１人 3,500 円とする。 

・ソフトテニス・卓球・バドミントンは、シングルス 3,500 円、ダブルス（ソフトテニス個人戦含む）7,000 円とする。 



・スキー（アルペン・ノルデイック）は、１種目出場 4,000 円、２種目出場 8,000 円とする。 

・スケート（スピード・フィギュア）は、 5,000 円（滑走料含む）とする。 

【リレー】 

・陸上競技・水泳ともに、１チーム 8,000 円とする。 

 

16．大会役員の委嘱 

道関係の大会役員の委嘱は、道中体連が行う。それ以外の委嘱は、大会実行委員会が行う。（含競技役員） 

 

17．諸 会 議 

全道大会開催時には、競技ごとに必要に応じて下記の会議を開催するものとする。開催にあたり、会場の準備、運営

は開催地実行委員会が行う。 

    (１) 監督会議 

(２) 監督主将会議 

(３) 審判会議 

(４) 選手会 

(５) 各競技専門委員会 

 

18．開・閉会式 

(１) 開会式は行わないことを原則とする。 

(２) 開始式を行う場合は、話をする方を厳選し、話の時間を極力短くする。 

(３) 開会式での挨拶がなくなるため、北海道中体連会長、北海道教育委員会教育長、北海道競技団体会長、開催地市町村 

長等、開催地の生徒代表の挨拶原稿をプログラムに掲載する。 

(４) 北海道中体連会長と事務局の各競技の開催地への訪問については、必要に応じて訪問することとする。なお、大会期 

間中の会長代行については、開催地区中体連会長とする。 

(５) 開始式、閉会式、表彰式の内容については、よりコンパクトにできるよう専門委員会と大会実行委員会、競技団体で 

協議をして決定する。 

 

19．個人情報の取り扱い 

北海道中学校体育連盟個人情報保護方針に従い、取得する個人情報について適正に取り扱う。 

 

20．その他 

(１) プログラムについては、原則、冊子を作成せず、大会１週間前を目途に北海道中学校体育連盟等のＨＰに掲載する。なお、 

冊子の作成が必要な競技については、道専門委員長と大会実行委員会で協議の上、必要最小限の冊数で作成することとする。 

(２) 大会特別規則、申し合わせ事項、選手心得等は競技毎に必要に応じて作成する。 

(３) 宿泊要項は、競技種目毎に実情に応じて開催地が作成することとする。 

(４) 全道大会の開催地担当者打合わせ会は、毎年５月中旬に開催する。 

 

平成26年５月８日改定   平成27年11月６日一部改定 

平成28年11月７日一部追加 平成29年11月２日一部追加 

平成30年11月２日一部改定 令和元年11月８日一部改定 

令和２年11月６日一部改定 令和３年５月６日一部改定 

令和３年11月11日一部改定 令和４年11月７日一部改定 

令和５年１月30日一部改定 令和５年３月６日一部改定 

令和６年３月 21 日一部改定 令和６年５月２日一部改定 

令和６年11月１日一部改定 令和７年３月５日一部改定 


